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ネコの腎
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ともなう内腔の狭窄，中膜のフィプリノイド変性が顕著

で，血管周囲における比較的軽度なプラズマ細胞やリン

パ球の浸潤および線維芽細胞の増生がみられ（図1,ＨＥ，

×70ハ内および外弾性板の弾裂，また内膜肥厚部には

alcianblue陽性物質（酸性ムコ多糖類）が多髄に存在し

た（図２，elasticavanGieson，×130)。ほかに陳旧な

問質性腎炎，尿円柱および尿細管上皮の変性などがみら

れた（図３，ＨＥ，×150)。腎以外の組織では，心冠状動

脈，腸間膜動脈，肝小葉間動脈，膀胱固有層細動脈等で

のフィプリノイド変性，好中球やリンパ球の血管壁およ

び血管周囲における比較的激しい浸潤など，腎病変と関

連あると思われる血管病変がみられた。

以上の所見から，本例は繕節性汎動脈炎と診断され，

血管壁のフィプリノイド変性，水腫性変化が顕著で，結

合識の増生などが比較的軽度であるところから，急性期

に属するものと考えられた。

動物：日本猫，雄，３年６ケ月齢。

臨床：元気消失，食欲廃絶で上診。ＷＢＣ36,600/mmi

Ht45％,TP76g/dC,ＢＵＮ70＜Ing/dC・第４日に血尿(pH９，

Ｃａ250mg/do),左腎の著しい腫大を触診，第６日に蝿死。

剖検所見：心では右冠状動脈，左冠状動脈回旋枝，毒

円錘室間枝および洞下室間枝に沿って米粒大灰白色緒節

を数個みとめた。晋は両側とも被膜下に広範な出血をみ

とめ，血液縫塊の厚さは左腎で約２cm，右腎で５－６ｍｍ

であった。実質表面には小陥凹部が散在し，割面では三

層境界不明瞭で皮質から腎孟にわたり米粒大～小豆大の

血液貯留部をみとめた。膀胱には凝血塊が充満。肝は淡

黄褐色，軽度に硬化，小葉像やや明瞭，血量に乏しい。

腸間膜には粟粒大灰白色緒節散在。他の主要臓器は貧血

気味であった。

組織所見：腎では宵動脈から弓形動脈における変化が

主で，特に弓形動脈における内膜の水腫性肥厚とそれに
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